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蛍光灯の配光測定と照明設計
Measurement of Light Distribution of Fluorescent Lamps

and Related Calculations

藤 原 靖 郎* 中 道 松 郎*

内 容 梗 概

我国における蛍光ランプおよび蛍光照明器具の普及は最近非常にめざましく,照明設計も照明理論の

進歩とともに向上発達して蛍光照明器具の光学的機能とくに配光の測定データおよび照明率表などの照

明設計の基礎データが重要視されるようになってきた｡このような情勢に応じて日立製作所においても

蛍光照明器具の配光測定装置一式を設置し,測定を行ってきたので,ここに本装置の概要･測定方法な

らびに代表的器具の配光曲線･照明率表をしめし,あわせてこれらの意義および使用法について述べ･

今後の照明設計の参考に供する｡

〔Ⅰ〕緒 言

近年蛍光灯の出現につれてMoon,Spencerなどによ

る照明理論の進歩はいちじるしく,我国においてもこれ

らの理論にもとづいて照明全般にわたる検討改善がなさ

れつつあり,それとともに蛍光灯照明設計の基礎データ

たる酉己光曲線や照明率表などが重要視きれるようになつ

てきた｡

蛍光灯の配光測定は瞳々の方式が採用されているが,

日立製作所においても数年前に装置一式を完成し,以来

多数の器具について測定をおこなってきたので,ここに

本装置の概要,測定方法,ならびに代表的器具の酉己光曲

線,照明率表をしるし,あわせて現在おこなっている照

明率の算出方法とその照明率をもちいた照明設計計算法

について述べ,配光測定から照明設計までの過程をあき

らかにするしだいである｡

〔ⅠⅠ〕配光測定設備

蛍光照明器具の配光を測定するには器具を取付ける装

置,器具の各方向の光度を測定するための照度計,蛍光

ランプ点灯用の電源および測定を行う暗室などを必要と

する｡その測定方式の二三の例をあげるとつぎのようで

ある｡

(り 各所の配光測定方式

まず第一の方法としてほ器具の位置ほ一定にしておき

回転鏡によって各方向の光度を測定する方式(1)があり,

また第二の方法としては回転鏡をもちいることなく照度

計受光部を器具のまわりに回転させながら半自動的に配

光を記録する方法(2)(3)があり,G.E.社がこの方式によ

っている｡ こ三はW.H.杜などで 用している照度計

の位置を一定にしておき器具白身を回転させる方式(1)で

ある｡この方法ほ空間を有効に利用でき,比較的せまい

測定室でも測光できるので我国の蛍光照明器具製作所(4)
*

日立製作所亀戸工場

および研究所の一部も,ほぼW.H.杜とおなじ方式を採

用している｡

(2) 日立製作所の測定設備

所における測定も第三の方式により照度計位

置を一定にし,器具を回転させて督方向の光度を測定す

るもので,測光距離ほ最大10mである｡

(A)蛍光照明線具回転装置

構造は弟1図にしめすように回転 子三つを有する一

瞳の goniometer(S)で暑津具を取付け,これを所要の方

向にむけられるようになっている｡

(B)照 度 計

照度計としてほ補償回路(6)付(電流平衡型)セレン光

電池照度計を使用している｡そのため照度とふれの関係

が直線性で便利である｡使用にあたっては照度計の特性

たとえば角特性,温度特性,初期効果,疲労現象 分光

感度などに注意しなければならない｡

(C)測定室および測定用電源

測定室は反射および外部からの漏光をふせぐため天

井,壁などはすべて黒色つや消し 布するか,ま

たは暗幕でおおうようになっている｡電源は電動発 機

を使用し電圧,周波数を制御できるようになっている｡

〔ⅠⅠⅠ〕配光測定法

(り 供託放電管の選定および配光の測定

配光曲線の諸数値はすべてランプの光束がもとにな

り,かつ器具配光もランプの配光に影響されるゆえ,ま

ず配光測定用のランプを選屈する必要がある｡ 定にあ

たっては光中心(ランプの幾何学的重心)を通り,かつラ

ンプ軸(光中心を通るランプ長て方向の軸)に垂直な各方

向の光度を測定しその差のすくないものをとる｡また供

武器具が2灯用以上の場合には安定器回路とランプの組

合せを器具に取付ける場合と同一にして配光を測定し,

その差のなるべくすくないものを選定する｡なお50時間

以上点灯し十分枯化された白色蛍光ランプを使用するの
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第1図 蛍 光 灯 器 具 回 転 装 置

Fig,1.Goniometer for Fluorescent Lighting Fixture

第2図

Fig.2.

rβ)

A-A,B-B お よ び C-C 面 の 関 係
Relation Among A-A,B-B and C-CPlanes
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が普通である｡こうして

選定したランプの寵光を

器具に攻付ける場合と同

一条件の~Fで測定する｡

(2)器具配光の測定

一般に光源の光度分布

を配光というが蛍光照明

器具の場合にほ通常光波

の中心をとおる平面上の

光度分布をしめす極座標

曲線を配光曲線といって

いる｡そのうち水平面す

なわち灯軸(灯具を正規

の位置においた場合の光

中心をとおる鉛直線)に

垂直な面上のものを水平

配光曲線,鉛直面(灯軸

をふくむ面)のものを鉛

直配光曲線といって,通

常は後者であらわす｡

またその鉛直頑として

は普通第2図にしめすよ

うなA-A面(灯軸をふ

くみかつ器具長て方向に

垂直な平面),B-B面(灯

軸をふくみかつA-A面

と垂直な平面)およぴ

C-C面(灯軸をふくみ

かつA-A,B-B面と450

の傾きをなす平面)の三

平面をとり,それらより

平均鉛直面配光をもとめ

る｡

実際に測定する場合に

は器具の大きさに応じて

測光距離を定め,角度10｡

おきにA-A,B-B,C-

C面の光度を測定し最後

に測定開始と川一方向の

光度普通J(00)を測定

し最初の振れとのズレを

確め,補正または再測定

を行う｡なおA-A面酉己

光は弟l図(B)の場合

は鉛直回転軸,(C)の場

合ほ水平回転軸のまわり

ー･
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に回転させることによってもとめられる｡B-B両配光

は(B)では水平回転軸,(C)では鉛直回転軸のまわ

りにまわすことによってえられる｡またC-C面配光ほ

(D)で水平,鉛直いずれかの軸のまわりに回転させれば

よい｡照度曲線の測定もほぼ同様におこなう｡

(3)測定上の注意

配光測定上の誤差の原因としてほ(イ)照度計iこもと

ずくもの(ロ)蛍光ランプの 光 に
レしト1変 もとずくもの

(ハ)電源にもとずくもの(ニ)器具回転装置にもとず

くもの(ホ)測定室にもとずくものなどが考えられる｡

したがってこれらにもとずく誤差をできるだけすくなく

するため予備点灯および室内温度,照度計の特性,器具

回転装置の角度誤差, 光,器具の熱のこもり方,ラン

プのピンとソケットの組合せ,電圧･周波数および電流

の監視,測定峯各部の反射などに注意する必要がある｡

〔ⅠⅤ〕蛍光照明器具配光の表示法

(り 配光法による光束計算

(A)一般的基礎理論

-･般に光源の配光は配光_立体(または配光曲面)によ

って わすことができその場合の光東は(1)

㌍J冨;J冨;∫輌)sjnβ叫

によって

ただしダ:水平角?1～隼2,垂直角〝1～〝2問

の光来

∫(〝,や):水平角p, 直角〝方向の光度

とくにその光源が軸対称配光の場合にほ(2)式であ

らわされる｡

ダ=2方†冨;叩)Sin〝d〝………………………(2)

球帯係数法は器具の配光を

おきかえて近以的に光

価な軸対称光源のそれに

をもとめる方法である｡すなわ

ち光中心を中心とする仮想球を竹個の等角の球眉にわ

け,脊球碍ごとに光 を計算してその和をもとめる｡

その場合全光束は(3)式によって計算される｡

恥≒∫叩)血sin(芸)sin〝………………(3)

このZ(β)=摘n(忘)sin針を〃万両の球購係数と
いう,つまり〃方向の光度∫(β)にその力向の球紺係数

を乗ずればその球帯の光束がえられ,これを全球榊こつ

いて総刺すれば全光東がえられる｡-㌃としてはなるべ
く小さい方がよいが測定回数がおおくなるので通常100

おきに光度をもとめる方法が採用されている｡この場合

の球帯係数はODを基準とするときは弟1表にしめすよ

うな値となる｡

なお等角に球帯を分割する以外に種々の方法がある｡

ルーソ線図は(4)式の積分を図解法によっておこな

う方法である｡そのほか平均鉛直面配光から光束を計算

する程々の簡便式がある｡たとえば山内氏,Zicklerの

式がその例である｡

(B)蛍光ランプ光束の計算

蛍光ランプの配光はランプ軸に対してはとんど対称と

考えて 支えないから,その軸をふくむ平面の配光より

光束を計算することができる｡しかし完全な軸対称光源

でほなく,また測定の角度誤差をのぞく意味ですくなく

とも一鉛直面について配光をもとめ,これらの平均をと

り平均鉛直面配光としたカが安全である｡つぎにこれら

各方向の平均鉛直面光度にその方向の球帯係数を乗ずれ

ばも 光るむと られる｡たとえば100ぉきの場合には

付=1800

薫= ∑ ∫(〃)Z(〝)=∫(0)Z(0)+…+J(180)Z(180)
8=0

=Ⅰ∫(0)+パ180))Z(0)+.‥+J(90)Z(90)……(4)

ただし放電管の場合の角度ほ対称軸であるランフロ軸を基

準(0∵方向として)にしてあらわす｡

なお9げ方向の光度より(5)式によってもとめるカ

法がある｡

第1表 蛍 光 灯 配 光 デ ー

タ

Tablel.Data of Light Distribution of

Fluorescent Lighting Fixture

PM4106-G 配光 (測定距離=7.5m)
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薫=且J(90)

明 特 集 号

(5)式におけるgは係数でその値ほ測光距離と放電管

の長さの比によって多少ことなり,JISでは4倍以上の

距離で測定した場合の係数として9.3が採用されている｡

またgはランプごとに多少ことなる｡そのほか三照度

法(7)といつて∫(90),J(45)およぴ∫(135)よりつぎの

ようにして計算する方法もある｡

薫=4.7と汀(90)+3.6(∫(45)十J(135))………(6)

(C)器具光束の計算

器具の酉己光は一般に軸対称光源ではないが,各鉛直面

における同一鉛直角光度を平均した平均鉛直面光度をも

つ等価の軸対称光源におきかえることができる｡普通平

均鉛直南光度は前述のA-A,B-B およびC-C の三

鉛直面の光度I(0)(AqA).Z(0)(B-B),Z(0)(C-C)

より(7)式によってもとめる｡

J(β)
∫(β)(A-A)十∫(の(β-β)+2J(β)(C-C)

以上のようにしてもとめた平均鉛直面光度より器具各

球帯の光束もランプのみの場合と同様にもとめられる｡

今一般にもちいられている100ぉきの光度および球帯係

数による方法をしめすとつぎのようになる｡

すなわち

ダ18｡;三ダ

=∫(0)Z(0)

=∫(10)Z(10)

二∫(90)Z(90)

=∫(180)Z(180)

＼

)-

ダ(晋)=糾瑞十･‥+瑞+吾

ノイ∴I)=糾瑞+‥･十粘十告………(10)

グロ=ダ(晋)=糾瑞+‥･+瑞+告…(11)
J･-_ J･､

=告欄｡｡十…+ダ17｡用8｡…(12)
ダ○=ダ▽十ダ△=ダ0十ダ10+…十ろ0‥･+ダ170+ダ180

(注:一般に∫ はβ1から♂2までの球帯にふくまれ

る光束をしめし,グロ,ダ△をそれぞれとくに上半球光

束,下半球光束または上向光束,下向光束という)

また器具効率りは器具から発散する全光束β○と器具

内に取付けられたランプの全光東都から(14)式によつ

てもとめられる｡

ーー102

ヮ=箸×100(%)
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(D)配光測定による光束計算の誤差について

配光法による器具光克の計算は一瞳の近以計算である

以上ある程度の誤差がともなう｡すなわち平均鉛直南光

度はわずか三鉛直面の光度より平均してもとめるため同

一水平面の配光が円にちかいなめらかな形の場合には比

較的誤差はすくないが,特殊な形になると誤差が大きく

なる｡また球帯のわけ方を細くすれば精度は増すが測定

回数がおおくなり,しかも計算が煩雑になる｡なお2灯

用以上の器具の配光測定においてランプの光来として2

灯以上一緒に点灯させてその配光から光束をもとめた場

合と1灯ごとに光束をもとめ,それら個々の光束の和を

求めた場合とでは放電管の相互反射(8)によって前者の方

が光束がわずかに小となり,したがって器具効率が大と

なる｡そのほか測光距離の影響,配光測定時の測定誤差

もくわわってくる｡

(2)配光曲線の表示法とその見方および使い方

(A)寵光曲線の表示法

蛍光照明器具の配光の形は供試ランプによってそれ程

の影響はうけないがその光度値は供試放電管および試験

条件によってかなり変化し,測定値をそのまま表示する

と一般性にかけるので通常蛍光ランプ光束値を白色蛍光

ランプの規定の光束(弟｣表参照)になおし同時にその

/ 2 j〉 イ J ♂ 7 β ∫ 〝 // 汐

X/竹 メ/7

第3図 室指数およ び室係数の計算図表
Fig.3.Nomogram for Room Index and

Room Coefncients
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第4図(A) 配

特 集

光 曲 線

Fig.4.(A)Light Distribution Curves and
Fluorescent Lighting Fixtures

〔A〕 型式 PM4106-G

測定距離=7.5m
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Utilization of Typical
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〔D〕型式 PL4201-F

測定距艶=7.5m

=4,3601m

=1,8051m

=2,5551m

=1,8001m

=5,3001m

器具効率 82.2%
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ときの器具配光の光度値もそれに比例するように校正

する｡つまり蛍光照明器具の配光および光束はそれら規

定の光束を有するランプを使用した場合の値であらわ

す〔

つぎにこれら換算値より平均鉛直面光度を(7)式に

よってもとめ,この平均鉛直面配光から各球帯の光束を

もとめる｡((8)式(13)式参照)最後に器具効率を(14)

式によって算出し第l表のようにとりまとめる｡

配光曲線は第4図にしめすように一般にA-A而配光

ほ実線,B-B南紀光は点線,C-C面配光は鎖線でし

めす二

(B)配光曲線の見方および使い方

器具の配光は普通弟4図のようにA-A,B-B,C-C

の三つの鉛直面配光をかいて,それら三鉛直面配光で器

具の配光を代表させている｡これら三鉛直面はすでに述

たようiこ弟2図のような関係にあり第4図は弟2図の

A-A面を90O,C-C面を45O灯軸のまわりに回転させ

てB-B面にかさねあわせ,一平面上にまとめてあらわ

したと考えればよい｡また逆にA-A,B-B,C-C三

鉛直面をもとにもどし,これら三つの配光曲線でかこま

れた--ノつの配光立体を想像することによって大略の配光

が知れる_ また配光のデータから各球荷の光束および

器具効率がわかり,配光による器具の分 が可能とな

る｡

また配光曲線からAuA,B-B,C-C沓鉛直面の光

度が知れるからこれより水平面の照度が計算できる｡す

なわち照度分布が求められるわけで,同一の部屋に多数

灯取付ける場合の婚具間隔なども配光よりおおよその見

当がつく= しかし酉己光曲線より照度分布を計算するにあ

たってつぎの3点を考 する必要がある｡第一に配光曲

線ほ一般に器具を点光源とみなして大差のない距離で測

定してもとめるのが普通である｡したがって作業面また

は照射面を基準にした器具の高さが器具の長さに比較し

て逆二乗の法則に関して無視できない程度になると大き

さを有する光源として坂扱わねばならなくなる｡一般に

距離がちかいほど逆二乗の法則を適川した場合よりすく

な目の照度となる｡第二にほ実際に室に顆付けた場合に

は壁,天井,床そのほかの相互反射による拡散照度がく

わわってくるため,それらの影響のない場合の光度分布

である配光曲線によりもとめた値よりほ照度値がおおき

くなる傾向がある｡すなわち配光曲線はあくまでも器具

単独の光学的特性をしめすものである｡第三に器具の和

光曲線ほ普通白色蛍光ランプの定格光束のものを使用し

た場合の光度値をしめしている｡したがって白色以外の

蛍光ランプを使用する場合にほ,その光度値は配光曲線

に示してある数値とことなってくる｡

〔Ⅴ〕照明率の計算

(り 照明率および室指数

照明舘具を取付けて部屋の照明をおこなう場合,器具

からでた光は天井や壁,床などで反射または吸収される

ので,実際に作 する光束は光源のそれとかなり

相違する.っ光源の全光束に対する作業面の光束の比を照

というが,器具からでる光 は器具構造に左右され

る器具効率と配光曲線によって変化するので,これらを

考慮にいれた固有慣明率を通常照明率と称し作

する光 を算出するのにもちいている｡

面に達

照明率は光源の高さに対する窒のおおきさの割合,室

内部の天井･壁･床などの反射率によってことなるとと

もに器具の配光に関係して変化する｡室のおおきさと光

源の高さとの割合は(15)式から計算できるが,弟3図

にしめす計算 を用いて簡便に記号で 示される数値

をうることができる｡これが室指数であって光源の高さ

と宅の大きさとの関係ほすべてこの宅指数で表示する｡

ズy

ガ(ズ+y) ‥(15)

間口,y:奥行

作業面から光源まで
の高さ

(2)照明率の計算

酉己光がわかつている場合ほHarrison,Anderson両

氏が発 しその後理論的に補正されたつぎの方法にもと

ずいて算出する｡すなわち配光のデ∵タによって器具か

らでる光東を3成分にわける｡

水平分凡=汀2九≡10ん

直接分j㌔二粘一5ん

間接分薫=ダ凸-5ん

左:水平方向光度

グロ:下半球光束

ダ△:上半球

この3成分にそれぞれの係数甲･～,P/～.,卵を乗じて加

算し使用ランプの全光見で際して照明率Uを算乙11する｡

ぴ=
薫p乞+動や九十香い卯

き-J

各成分の係数は第2表にしめすが,直接分の係数?d

は下半球配光の広狭によって変化するので同義(B)に

べつにしめした｡この の直接分分類とは次式によって

計算し%であらわしたものである｡

ダ(晋ト0竺タ′-〔芸莞㌫£ら400に至る〕ダd

(3)減光補償率

照明給具ほ使月川一時間の経過にともなってランプの光

よび器具の汚損をしようじて照度が低下してく

る｡この照度低~Fの原l二郎まランプの取替と器具の清掃に

よって更 することができるが,取替や清掃の直前にお

いても予定照度がえられるように,あらかじめ減光補償

率を乗じて余裕を見込んでおく必要がある｡蛍光ランプ
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に関する減光補償率ほランプの動程曲線から定ってくる

が,器具に関係した分は器具の構造と設置場所のいかん

による保守の難易によってことなってくる｡したがって

保守状態により良,中,可の3桂現にわけて1.2から2.4

の間の適当な数値を定め通常照明率表に併記している｡

以上にもとづいて計算した照明率表および減光補償率

の一例は弟4図にしめした｡

〔ⅤⅠ〕照 明 設 計

(り 照明設計の方法

(A)照明方式と使用器具の選定

建築の主体照明は天井から器具を吊りさげるベンダ

ソト方式と天井裏に器具を埋込む埋込方式に大別できる

が,これらの方式のいずれをとるかによって作業面から

光源までの高さがことなってくるし,また建築のコープ

を利用した間接照明などにおいては照明の効率がいちじ

るしくちがってくる｡他方,照明率や減光補償率の値は

上述のように各器具に関して固有のものであるため,照

明方式と使用韓具の選定をあらかじめおこなわないと所

所 要 照 度 表〔1Ⅹ〕
LevelofIllumination

環 煩 照 度〔1Ⅹ〕

*裁縫 *子供勉強室
*読苫

△客間 △居間 △台所

:琵琶欝豊筐蓋台*印刷(植字
塗装仕上, 墜埋塾垂f隆準)

支透う

紡繊(暗色物)

400～200

200～100
100

:こ 加工,鋳造,熔接 *明色布地検査

200～100

300へノ100

製紙,紡織(明色物),塗装,化学
*木工(荒切)

金属(炉), 花苧て炉棄ヲ:~~鋳造(鋳込作業)

100～･50

50～ 20

理 髪
美 容

一般の廊下,階段,便所,出入口

i300～150

■ほ局部周明を併用し,そのほかは全般照明によるを可とす｡

△は作業範周匿この照度がえられればよい｡

別冊第17号

要光束の算出ができない｡使用器具が決定されない場合

は照明方式を定めてそれに見合う器具を想定し,その券

具の照明率および減光補 を類似の器具から定める｡

(B)照度と使用ランプの選定

適当な照度をえらぷことは照明の効果を十分あげる上

にもつとも重要なことであり,大体の標準は弟3表の所

要照度表からえられる｡最近は蛍光ランプの桂類が増し

策4表にしめす多桂類のものが生産されている｡したが

ってそれぞれのランプの特長を要求に応じて適当に組合

せるとよい照明効果を期待できるが,ランプによって光

束値がちがっているため,最初に計画するさい使用する

ランプの種類を定めておかないと取付後照度が不足する

ような結果を招くおそれがある｡

(C)所要光束の計算

上述の各項が定まったら光束法にもとずき(17)式をも

ちいて所要光来を計算する｡

､＼一丁･-

且A上)

ここに,Ⅳ:光源の数,ダ:光源1個あたりの光束,

E:所要照度,A:室面積,か:減光補償率,打:照明率

で,室面積の単位はn2をもちいる｡

照明率びほ弟3図にしたがって室指数をさだめ,天

井,璧の反射率を弟5表から決定すれば,使用器具の照

明率表からもとめることができる｡減光補償率は照明率

真に併記してあるから設置場所を考

難易により適当な値を撰ぶ｡

なお照明

したうえで保守の

表の値は床の反射率を15%程度にとった場

合の値であるから,床の反射 が ト. く40%ぐらいになる

さいほ約10%程度増加する｡低い反射率の場合は間遠な

い｡一般には天井,壁などに比較して床の色彩がくらく

反射率も低いから,特別の場合以外床面はさほど考慮し

なくてもよい｡

(D)光源の大きさおよび器具の酉己置

所要光束がきまったら作業面に照度のむらを作らぬよ

うに光源の大きさと器具の配置をさだめる｡建築構造の

関係で梁,配管などが 害となり器具の取付に制限を受

けることがおおいが,直射照度が器具直下の照度の兢に

なる点までの水平距離の2倍を器具の最大間隔になるよ

う配置するのがのぞましいから,できるだけこの条件に

ちかづくように器具の台数,1台の灯数,配置を考え

る｡そのために計算値と実際の取付台数とが多少ことな

るのはやむをえないが,こうした場合,差がきわめてち

いさくないかぎり計算値よりもおおい方をえらぶのが普

通である｡

(E)光束発散魔の比に対する検討

あかるさの対比が極端な場合には眼に疲労を感じさせ

ヽ酎



蛍 光 灯 の

たり,まぶしさを感じさせたり

するから,計算が終ったらこの

対比を検討してみる必要があ

る｡あかるさの対比をもとめる

場合は,光源からでた光が対象

物で反射して眼にほいるので,

対象物が照らされた照度より

も,対象物からでる反射光線の

畳をあらわす光束発散度を比較

する方が妥当である｡

室指数をもとめるさいにもち

いたHのかわりに,床から天井

までの高さZを依って弟3図か

らもとめる室係数により葬る表

(A)から天井,壁,床の照度比

をみいだし,これを平均照度に

乗じればおのおのの照度をもと

めることができるので,さらに

それぞれの反射率をかけて天

井,壁,床の光束発散度をだす｡

他方作業面の照度にその反射

を乗じて作業面の 束発散度を

計算し,これら光束発散度の比

が葬る表(B)(9)の限度内にあ

ればよい｡

無色透明(2～5mm)

淡 乳

消
自

ザ ラ ス

波乱白

銀モール

ダ イ ヤ

(滑両人射)

(滑両人射)

(滑面入射)

し3.5mm〕

(3.5mm)

配 光 測 定 と 照 明

第 4 表 日立蛍光ランプの分類(大きさ,明るさ,光色お

よびその適用場所)
Table4.Classification of HitachiFluorescent Lamps

天然昼光色
D-DIノ

純天然昼光色
D-SDL

W

天 然 白 色
W-DL

純天然_白色
W-SDL

温 白 色

WW

天然温白色
WW-DL

2,6501100

4501100

FL-40WwDL

FL-20W-DL

芸妄言芸完三芳冨と一般照咽き｡
が赤はややくすむ｡:

2,300187

820.78

Wより育や赤色部
が良く見える｡

ちらつきが少い｡

2,7001102毒

明るさと同時に色

調を重視する所｡

FL - 40WW

FL - 20WW

FL - 15WW

1,070･10

640･102

FLれ40WW-DL

FL-20WW-DL

87

80

買三買;蓋夏≡差Oi温かさ棚｡
近い｡

WWの育および赤l温かさとともに色

を補ったもの｡ち
■

調を重視する場所｡
らつきが少ない｡

r証 明るさ%のは各ワット数の白色ランプを100%にした場合の値である｡)

各 種 材 料 の 反 射

Reflection and Transmission

8～10

10～15

15～25

45～75

80へ･90

70～85

60～70

10～50

:85へノ90

80～85 云1

Ll

率 お よ び 透 過 率

Factors of Various Materials

属i讐ニレ;三;:ス冨憲板)アルミニウム(電解研磨板)

55～60

60へ一75

62′～80

桧 板

杉 板

杉赤味板

無色透明アクリル(2～3mm)

乳自アクリル

プラスチック 乳自硬質ビニール(2mm)

乳自硬質ビニール(1.3～1.5mm)

強化プラスチック(1～2mm)

グラス グラスファイバー

ファイパー.グラスファイバー

紙

色白

ア
降
雪

銀
ク
ニ

子
竜

航
続
続
航

ト

ロ

ケ

ム

ル

85～92

50～60

30～40

35へノ43

35～75

40～60

35一-40

ーー′→107

普通漆喰仕上

黄 大 津 壁

ね ず み 色 壁

自
県

色
色

黄 色

ピンク色

みどり色

汲みどり色

茶 褐 色

クリーム色

青 色
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第 6 表 照度比および光束発散度の比

〔A〕照度比(上:天井,下左:壁,下右:床)

〔B〕光来発散度の比の最大限度
Table6.Illumination Ratio and Ratio of

Luminous Radiance

A〕Illuminat,ion Ratio

〔B〕Ratio of Luminous Radiance

度 比

(B) 光束発散度の比の最大限度

(2)コープライティングの照明設計

通常照明率表は配光が対称的で光源の配置が比較的均

ーである場合の値を示すが,建 のコーブを利用して間

接照明をおこなうコープライティングの場合は,器具の

配置も不均一でありかつ反射光を利用して照明するので

効率が非常に低くなるから一般の照明率 が利用できな

い｡弟7表(10)はコープライティングのための照明率表

第 7 蓑

Table7.

Lighting

コープライ ティ ソグの照明率
Coefncient of Utilization for Cove

ーー108

別肘第17号

の一例で,コープの高さ0.3mを基準にしている｡この

高さが0･15m増すと約5%程度増加する｡

〔ⅤⅠⅠ〕緒 言

蛍光灯の普及とともに照明の基準が再検討され,闇明

設計をおこなう上からも基礎データの整備が要求される

ようになってきた｡日立製作所でも蛍光灯の生産を開始

していらいこれらデータをもととして蛍光灯器具の構造

にはつねに改良をくわえる一方,照明 計も更新させて

きた｡ここに現在使用している配光測定装置と酉己光測

定の方法,配光曲線およびそれをもちいた照明率の塞汁i

方式を紹介し,実際にこれらデータを茶礎にした照明設

を法力の計 灯光敢 昭 るす資に展発の明 しだいであ
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◎インデックステスト法の理論と実際(2)

◎f負沼1二柘用大型排水機設備

◎手賀沼排水機場の制御装置

◎微粉炭用プラクソ式空気輸送設備

◎ラインファインダの改良

◎酸化物陰極分解適職碇亮ける被覆~変化について

◎走行中の台車の応力測定例

◎ブナート法による残留応プノ測定上の二 三の注意

◎ケーブル鉛彼のナトリウム処理効果

◎異〟性珪素鋼帯を用いた電磁遮敵ケーブル

◎可鍛鋳鉄管継手の切削試験

◎真空熔融法による鉄鋼のガス分析

'ヽ軒




